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市
立
中
央
図
書
館
が
企
画
提
案

�
赤
い
鳥
�
ち
な
ん
だ
商
品

市
立
中
央
図
書
館
（
中
区
基
町
、
川
本

憲
之
館
長
）
は
、
中
区
出
身
の
児
童
文
学

者
、
鈴
木
三
重
吉
が
主
宰
し
た
雑
誌
「
赤

い
鳥
」
の
刊
行
九
〇
周
年
に
当
た
り
、
雑

誌
に
ち
な
ん
だ
商
品
を
企
画
提
案
し
て
い

る
。
広
島
縁
の
人
物
や
文
化
に
視
点
を
当

て
て
食
品
会
社
と
新
商
品
を
開
発
し
、広
島

名
産
づ
く
り
に
寄
与
し
た
い
と
し
て
い
る
。

赤
い
鳥
は
、芥
川
龍
之
介
や
有
島
武
郎
、

北
原
白
秋
、
西
条
八
十
ら
の
ほ
か
、
子
供

た
ち
の
投
稿
作
品
も
載
せ
一
九
六
号
ま
で

続
い
た
。
日
本
の
近
代
児
童
文
化
を
築
い

た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
九
〇
年
記
念
事

業
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
で
三
重
吉
記
念
碑
め

ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
６
月
実
施
し
、
広
島

駅
弁
当
の
協
力
を
得
て
、「
特
製
赤
い
鳥
弁

当
」
を
用
意
。
三
重
吉
の
好
物
や
雑
誌
に

あ
や
か
っ
た
お
か
ず
を
そ
ろ
え
、
創
刊
号

の
表
紙
を
包
み
紙
に
使
用
し
た
。好
評
で
、

同
社
で
は
受
注
生
産
で
四
〇
〇
食
を
販
売
。

商
品
化
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

平
安
堂
梅
坪
が
赤
い
鳥
の
菓
子
を
試
作
し

た
と
こ
ろ
で
、
期
間
限
定
販
売
を
検
討
。

▽
廿
日
市
市
や
商
議
所
、
商
工
会
、
広
島

工
業
大
で
つ
く
る
廿
日
市
市
地
域
産
業
振

興
協
議
会
は
１０
月
１７
日
午
後
６
時
半
か
ら
、

商
工
保
健
会
館
で
人
材
活
用
セ
ミ
ナ
ー「
市

民
力
に
よ
る
地
域
創
造
の
可
能
性
」
を
開

く
。
講
師
は
、
千
葉
県
我
孫
子
市
の
前
市

長
で
、�
市
民
自
治
�
を
掲
げ
て
自
治
体
経

営
に
取
り
組
ん
で
い
る
中
央
学
院
大
学
の

福
嶋
浩
彦
客
員
教
授
。
市
補
助
金
の
公
募

と
市
民
審
査
、
常
設
型
住
民
投
票
条
例
の

制
定
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
育
成
、

提
案
型
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
営
化
な
ど
に
つ

い
て
探
る
。
定
員
一
五
〇
人
、
入
場
無
料
。

�電
〇
八
二
九
―
三
六
―
三
四
三
四
。

▽
広
島
労
働
局
は
１０
月
を
「
労
働
保
険
適

用
促
進
月
間
」
と
し
、
労
働
保
険
（
労
災

・
雇
用
）
未
手
続
の
事
業
主
に
加
入
を
促

す
。保
険
未
加
入
の
事
業
主
に
対
し
て
は
、

職
権
に
よ
る
成
立
手
続
き
が
行
わ
れ
る
ほ

か
、
費
用
徴
収
制
度
が
強
化
さ
れ
、
未
加

入
中
に
労
災
事
故
が
発
生
し
て
労
災
給
付

が
行
わ
れ
た
場
合
、
こ
れ
に
要
し
た
費
用

の
一
〇
〇
％
ま
た
は
四
〇
％
が
徴
収
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
事
務
手
続
き
を
労
働

保
険
事
務
組
合
へ
委
託
す
る
と
、
額
に
関

わ
ら
ず
保
険
料
が
年
三
回
に
分
割
納
付
で

き
る
な
ど
の
特
典
が
あ
る
。

▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ろ
し
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ

ー
は
、
県
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
者
を

募
っ
て
い
る
。
県
内
の
学
校
・
企
業
に
通

学
・
通
勤
す
る
人
が
対
象
で
、
受
け
入
れ

先
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー

ひ
ゅ
ー
る
ぽ
ん
」
や
「
子
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
ひ
ろ
し
ま
」
な
ど
七
団
体
。

活
動
期
間
は
１０
月
中
旬
〜
１２
月
中
旬
で
原

則
三
日
間
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
料
三
〇

〇
円
が
必
要
。
申
し
込
み
期
限
は
１０
月
３

日
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
参
加
者

の
拡
大
を
図
る
。�電
五
一
一
―
三
一
八
〇
。

平
た
く
い
う
と
、

「
め
ぐ
す
り
（
目

薬
）」
で
す
。

昔
か
ら
『
二
階

か
ら
目
薬
』
と
い

う
た
と
え
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
効

果
の
な
い
も
の
」
や
「
効
き
目
の
な
い
こ

と
」
の
こ
と
を
指
す
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
現
代
の
科
学
＆
医
学
の
粋
を

集
め
た
く
す
り
に
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が

多
く
、
こ
の
う
ち
の
液
体
で
あ
る
「
点
眼

剤
」
に
お
い
て
も
、
近
年
驚
く
よ
う
な
発

展
が
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
眼
科
医
に
と
っ
て

有
力
な
武
器
（
治
療
の
糧
）
に
な
っ
て
い

ま
す
。

「
点
眼
剤
」
に
は
、
①
結
膜
炎
な
ど
の

感
染
症
に
効
く
抗
生
剤
（
抗
菌
剤
と
も
い

う
）
②
細
菌
で
は
な
く
起
こ
る
い
ろ
い
ろ

な
炎
症
を
抑
え
る
抗
炎
症
剤
（
こ
れ
に
は

ス
テ
ロ
イ
ド
と
非
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
が
あ
る
）

③
疲
れ
止
め
や
栄
養
補
給
効
果
の
あ
る
ビ

タ
ミ
ン
剤

④
花
粉
症
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ

ー
に
効
果
の
あ
る
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
剤

⑤

白
内
障
の
進
行
を
抑
え
る
点
眼
剤

⑥
緑

内
障
の
進
行
を
抑
え
る
点
眼
剤

⑦
そ
の

他
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

①
や
②
、
④
や
⑥
の
点
眼
剤
は
、
ど
れ

も
一
〇
種
類
以
上
も
あ
り
、
患
者
さ
ん
を

診
察
し
て
、
よ
り
早
く
そ
の
症
状
を
緩
和

〜
治
癒
す
る
た
め
に
、
眼
科
医
は
ど
の
点

眼
剤
を
用
い
よ
う
か
と
日
々
頭
を
使
っ
て

診
察
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
そ
の
点
眼
剤
の
使

用
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
？
一
日
の
点
眼
回
数
に
つ
い
て
は
、

医
師
や
薬
剤
師
よ
り
指
示
が
あ
る
の
で
困

る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
⑥
の
緑
内

障
の
点
眼
剤
は
普
通
一
日
一
回
や
二
回
な

の
で
、
朝
ま
た
は
夜
、
ま
た
は
そ
の
両
方

に
な
り
ま
す
。
ま
た
①
や
②
の
点
眼
剤
は

一
日
四
回
が
原
則
な
の
で
、
朝
、
昼
、
夕

と
寝
る
前
に
な
る
で
し
ょ
う
。
言
い
換
え

る
と
こ
れ
ら
の
点
眼
剤
は
一
滴
（
一
滴
で

充
分
で
す
！
）
で
大
体
四
時
間
く
ら
い
持

続
効
果
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
起
き
て
い

る
時
に
四
時
間
お
き
に
入
れ
る
と
考
え
て

も
同
様
の
さ
し
方
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
四
回
の
回
数
を
一
〜
二
回
し
か
入

れ
て
な
い
で
効
か
な
い
と
い
う
患
者
さ
ん

が
た
ま
に
再
診
さ
れ
ま
す
。
医
師
そ
の
他

の
指
示
に
従
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
さ

ら
に
二
種
類
以
上
の
点
眼
剤
を
目
に
入
れ

る
の
に
、
間
隔
は
三
〜

五
分
開
け
て
と
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も

科
学
的
（
医
学
的
）
な

根
拠
に
基
づ
い
て
い
ま

す
。

点
眼
剤

広
島
市
南
区
医
師
会
監
事

ひ
ら
た
眼
科
・
コ
ン
タ
ク
ト
院
長

平
田

壽
雄

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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